
半成貝に異常貝が多く見られる養殖施設がある一方、好成長により養

殖施設がすぐに沈むという情報もあることから、以下の点に注意して出

荷等の作業を行ってください。 

１ 異常貝とは？ 

外套膜（通称、ヒモ）に傷ができて、そこから出血した血が固まっ

たものが内面着色です。貝殻は外套膜で作られますが、外套膜に傷が

できるとその部分で貝殻が作れなくなるため、欠刻になります。 

いずれも異常貝の原因は病気ではなく、”ケガ”です（図１）。 

半成貝の適期出荷と適切な養殖施設管理を！ 

平成３０年度 第１号 

ホ タ テ ガ イ 養 殖 管 理 情 報 

発行 平成３０年４月１１日 
(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所 

発行元：地方独立行政法人 

    青森県産業技術センター 水産総合研究所 

住   所：青森県東津軽郡平内町大字茂浦字月泊10 

TEL：017-755-2155  FAX：017-755-2156 

① ② 

水産総合研究所ホームページURL：http://www.aomori-itc.or.jp/index.php? id=2184 

ホタテガイ採苗速報 携帯電話用QRコード（①） 

海ナビ＠あおもり 全モバイル端末共用QRコード（②） 

 

図３ 養殖施設のイメージ（左半分が不安定施設、右半分が安定施設） 

①調整玉の箇所数を少しでも減らす
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（２）不安定な養殖施設は波浪や速い潮の影響を受けやす

いので、ホタテガイがケガをしないように養殖施設を

安定させましょう（図３）。 

成長が良く、調整玉の沈むペースが速い場合でも、

過剰な玉付けで調整玉を流すことのないように気をつ

けましょう。篭数が多い施設では、間引き出荷により養殖施設１ケ統当りの総重量を軽くし

て、適切な玉付けや養殖管理が行えるようにしましょう。 

２ 半成貝の出荷と養殖管理の注意点 

（１）半成貝は出荷時期の後半になると、水温上昇や速い

流れの影響などで死貝が多くなり、水揚げ量が減少

し、養殖残渣が増加する場合があります（図２）。 

異常貝が多い場合や、収容枚数が多い場合は早めに

出荷するようにしましょう。 

図１ 異常貝 

図２ 出荷時期別の半成貝のへい死率
とパールネット１連当りの全重量、
養殖残渣量の模式図 

（３）成貝向けとして秋に丸篭やパールネットに入れ替える場合は、異常貝の少ない施設の貝を

残し、秋まで適切な玉付けや養殖管理を行うようにしましょう。 
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